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X-ray crystallographic analysis of the glycine oxidase-like enzyme found in the
studies on the antibiotic BD-12 biosynthesis by S-SAD phasing
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	　抗生物質BD-12は、抗菌活性に重要なN-formimidoyl glycine残基を有することを特徴とし（図1の囲い部分）、生合成中間体であるglycinothricinを経由して生合成されることをこれまでに明らかにしている [1, 2]。BD-12生合成遺伝子群に見出したorf 1は、N-formimidoyl基生合成酵素[1, 3] に相同性を示したことから、生合成中間体を基質にN-formimidoyl基を導入する責任酵素と考えられた。そこで、Orf 1の組換え酵素を用いて解析したところ、本酵素がN-formimidoyl化反応を触媒する新規酵素であることを確認した。また、Orf 1はglycineを基質に酸化的脱炭酸を触媒するが（図1）、一般的なグリシンオキシダーゼの反応機構とは異なり、脱アミノ化を行わず、その反応機構の詳細は不明である。本研究では、X線結晶構造解析によって、本酵素の触媒機構の解明を目指した。
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